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最
後
を
飾
っ
た
も
の
と
云
つ
て
よ
い
。
寒
泉
は
、
享
保
年
中
、

懐
徳
堂
掠
尾
の
教
授
と
し
て
、
碩
儒
贈
正
五
位
井
河
寒
泉
（
字
鳳
来
寒
泉
は
腕
）
が
居
っ
た
こ
と
は
、
塞
に
學
堂
の

一
時
學
堂
の
賓
師
で
あ
り
、
五
畿
内
誌
の
著
者
で
あ
る

贈
従
五
位
並
河
誠
所
の
後
（
誠
所
子
無
く
弟
天
民
の
季
子
尚
誠
を
養
子
と
す
、
尚
誠
の
子
寒
泉
）
と
し
て
、
又
中
井
竹

山
の
外
孫
（
竹
山
の
季
女
尚
誠
に
嫁
し
寒
泉
を
生
む
）
と
し
て
、
縁
誼
雨
つ
乍
ら
、
異
に
是
人
と
い
ふ
べ
き
地
位
に
あ

寒
泉
に
就
い
て
は
、
「
懐
撼
堂
考
」
の
記
載
、
詳
に
し
て
密
で
あ
る
が
、
私
は
寒
泉
の
本
宗
、
京
都
井
河
家
に
有
縁
の

閥
係
か
ら
、
共
の
後
、
寒
泉
に
つ
い
て
留
意
し
て
を
る
と
、
私
の
亡
父
の
義
兄
、
簗
刻
家
可
亭
邪
倉
良
信
が
寒
泉
の
創

頸
の
友
で
あ
っ
て
、
二
人
の
間
に
は
、
御
互
ひ
先
に
死
ん
だ
ら
、
墓
石
の
字
を
書
く
の
約
束
が
結
ば
れ
て
を
つ
た
慮
、

明
治
十
一
年
寒
泉
が
八
十
一
1

一
歳
で
先
歿
（
可
亭
は
同
年
八
十
歳
、
明
治
二
十
年
八
十
九
歳
で
歿
し
た
）
し
た
の
で
、
今

り
、
是
人
に
し
て
、
よ
く
先
師
の
遺
業
を
博
へ
得
た
と
云
ひ
得
る
。

憶-

懐

徳

常

逍

聞

徳

|
—
井
河
寒
泉
と
共
の
周
邊
I

牙

介

敬

尚



の
大
阪
上
本
町
四
丁
目
誓
願
寺
の
寒
泉
の
慕
石
の
字
は
約
の
如
く
可
亭
の
手
で
記
さ
れ
て
を
る
。
「
懐
穂
堂
考
」
に
依
る

と
寒
泉
は
廣
く
交
ら
ず
と
あ
る
が
、

時
、
寒
泉
は
左
の
一
詩
を
可
亭
に
贈
つ
て
を
る
。

可
亭
荷
田
兄
（
荷
田
（
初
倉
氏
ノ
姓
）
、
性
惹
巧
、
若
キ
ヨ
リ
最
モ
鎮
筆
―
―
妙
―
ー
シ
テ
、
馨
名
四
方
二
逼
キ
コ
ト
久

＝
一
威
賞
ジ
以
プ
珍
卜
為
シ
天
朝
二
奉
獣
セ
シ
ト
コ
ロ
、
叡
賞
シ
テ
措
キ
給
＾
ズ
。
且
ッ
特
＝
一
命
ジ
テ
名
ヲ
勒
セ
シ

メ
給
フ
。
兄
、
恐
濯
シ
テ
固
ク
僻
セ
シ
モ
優
詔
ア
リ
テ
聴
シ
給
(
•
ス
。
乃
チ
太
平
萬
歳
、
萬
壽
康
寧
、
天
緑
永
昌

ノ
三
顆
ヲ
東
京
二
獣
ズ
。
唸
々
九
重
ノ
下
、
千
里
ノ
外
、
秋
電
ノ
餘
輝
、
荷
田
ノ
築
磁
ノ
ニ
ッ
ノ
妙
二
閃
キ
、
｛
竺

光
耀
ヲ
生
ズ
。
兄
ノ
喜
ビ
ャ
知
JV
可
キ
ノ
ミ
。
鳳
来
共
ノ
押
箋
ヲ
拝
観
シ
欣
然
ト
シ
テ
一
絶
ヲ
賦
シ
テ
以
テ
慶
ス

卜
爾
ヵ
云
フ
、

離
贔
築
刻
登
＝
一
童
エ
ナ
ラ
ン
ヤ
0

慶
應
四
年
三
月
下
旬
、

憤

徳

堂

遺

聞

一
旦
交
れ
ば
頗
る
深
く
、
可
亭
は
正
に
其
の
一
人
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
可
亭
が
、

明
治
天
皇
の
御
璽
参
顆
を
刻
し
て
奉
上
し
た

一
日
共
ノ
器
ヲ
一
綬
紳
公
二
獣
ズ
。

公
大
イ

七
十
三
翁
童
エ
ノ
功
。
拇
磁
ヲ
創
意
シ
テ
玉
璽
―
―
代
フ
。
優
詔
鎮
筆
天
宮
二
哭
ス

寒
泉
が
、
親
友
の
無
上
の
榮
誉
を
我
事
の
如
く
慶
祝
し
た
衷
情
が
表
れ
て
居
る
。

明
治
天
皇
大
謹
を
大
阪
に
進
め
給
ひ
し
折
、
外
國
事
務
線
督
山
階
宮
晃
親
王
亦
供
奉
に
て

シ
。
明
治
辛
未
ノ
歳
肇
メ
テ
揺
磁
ノ
陶
器
ヲ
製
シ
以
ラ
自
．
ラ
娯
ム
。

明
治
四
年
一
一
月
、
共
の
友
人
大
掌
典
松
尾
相
永
の
執
奏
を
罷
て
畏
く
も

華
翁
並
河
鳳
来
拝



世
篇
」
か
ら
出
た
語
で
あ
っ
て
、

一
日
俄
か
に
懐
猿
堂
に
御
成
り
あ
り
、
寒
泉
及
び
中
井
桐
園
の
教
授
の
賓
際
を
台
寛
あ
ら
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、

「
懐
徳
堂
考
」
に
も
見
え
、
明
治
初
年
の
盛
事
と
し
て
有
名
の
事
で
あ
る
が
、
親
王
は
、
學
殖
厚
く
、
夙
に
竹
山
の
草

茅
危
言
の
如
き
、
御
承
知
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ら
う
が
、
寒
泉
の
本
宗
京
都
井
河
家
は
儒
替
と
し
て
古

｀
く
、
尚
友
（
天
民
の
長
男
）
の
頃
か
ら
、
枇
々
伏
見
宮
家
に
勤
仕
し
、
尚
友
|
—
尚
美
|
|
ー
尚
晉
共
の
子
尚
数
（
立
齋

と
桃
し
又
京
儒
と
し
て
一
家
を
な
し
、
明
治
二
十
六
年
、
八
十
二
歳
に
て
歿
）
は
、
親
王
の
寵
春
に
溶
し
、
芳
々
大
阪

の
寒
泉
の
上
に
就
い
て
も
言
上
申
し
上
げ
て
を
つ
た
こ
と
が
首
肯
か
れ
る
。

親
モ
と
立
齋
に
就
い
て
左
の
侠
話
が
あ
る
。
親
王
が
、
京
都
河
原
町
御
殿
に
御
在
住
の
靭
、
御
邸
内
に
御
茶
席
を
御

新
築
あ
ら
せ
ら
れ
、
誰
れ
か
の
筆
に
な
る
一
額
を
と
の
思
召
し
が
あ
っ
て
、
そ
の
御
命
が
、
無
官
の
一
老
儒
立
齋
尚
数
に

下
っ
た
3

尚
敦
は
、
文
字
を
按
じ
て
「
致
心
齋
」
の
三
字
を
記
し
て
奉
っ
た
と
の
こ
と
を
、
私
は
並
河
家
か
ら
聞
博
ヘ

た
。
先
年
東
京
山
階
宮
御
邸
に
翠
殿
の
糊
、
永
年
勤
仕
の
事
務
官
故
香
川
景
之
氏
（
景
樹
の
孫
）
に
こ
の
事
を
語
っ
た
慮
、

そ
の
額
は
、
今
で
も
御
偲
へ
に
な
っ
て
を
る
と
て
、
特
に
、
木
額
が
楯
間
に
掲
げ
ら
れ
て
を
る
現
場
迄
、
私
を
連
れ
て

行
っ
て
、
拝
見
さ
せ
て
下
さ
っ
た
が
、
落
歎
の
「
井
河
尚
教
」
の
朱
印
も
猶
ほ
昨
の
如
く
、
常
年
の
御
縁
故
の
深
き
も

の
あ
ら
せ
ら
れ
た
こ
と
を
今
更
の
如
く
追
憶
し
た
の
で
あ
る
。

れ
る
。
話
は
外
れ
る
が
、
親
王
の
御
弟
、
久
通
宮
朝
彦
親
王
が
、
嘗
時
、
神
佛
分
離
等
で
兎
角
、
思
想
界
の
混
沌
と
し

御
末
阪
、 懐

徳

こ
の
「
致
心
齋
」
の
三
字
は
、
按
ず
る
に
荘
子
「
人
間

「
心
齋
ヲ
致
ス
」
と
訓
ず
べ
く
、
茶
席
の
額
と
し
て
頗
る
意
義
あ
る
も
の
と
拝
せ
ら

ニ
四



て
を
つ
た
頃
、
自
ら
奥
親
會
と
い
ふ
會
を
御
興
し
に
な
り
、
京
洛
の
誹
職
、
儒
者
、
細
流
を
御
招
じ
に
な
っ
て
、
詩
歌

の
四
字
を
題
し
給
う
た
が
、

一五

盟
主
と
さ

の
會
延
に
託
し
て
、
紳
儒
佛
三
敦
の
融
和
を
躙
り
給
う
た
折
の
興
親
會
詩
歌
集
の
巻
頭
に
、
親
王
自
ら
、
「
未
笑
而
和
」

こ
れ
は
、
荘
子
、
「
漁
父
」
篇
の
語
で
、
篇
中
に
は
「
其
親
、
未
笑
而
和
」
と
記
し
て
あ
る
。

明
治
十
五
六
年
、
維
後
の
草
創
も
漸
く
安
定
し
来
り
、
皇
居
の
東
遷
後
、
聯
か
寂
莫
に
蹄
っ
た
京
洛
に
、
年
日
を
偲
び
つ

＼
あ
っ
た
京
都
人
士
に
は
、
か
ヽ
る
老
荘
な
ど
が
讀
ま
れ
、
そ
れ
ら
の
思
想
を
二
親
五
方
に
も
御
採
納
あ
ら
せ
ら
れ
た

も
の
か
と
拝
察
せ
ら
れ
る
。
か
く
の
如
苔
晃
親
王
と
、
本
宗
井
河
家
と
の
御
縁
故
で
、
親
王
の
懐
穏
堂
御
成
り
は
、
唯
々

竹
山
、
履
軒
の
後
の
學
堂
の
有
様
を
御
覧
ぜ
ら
れ
る
の
思
召
の
み
な
ら
ず
、
兼
ね
て
、
尚
敦
等
よ
り
御
憚
聞
の
老
儒
寒

泉
の
斯
學
に
精
進
の
上
を
も
思
召
さ
れ
て
の
御
成
り
で
あ
っ
た
ら
う
と
恐
察
し
奉
ら
れ
る
。

懐
徳
堂
に
つ
い
て
は
、
朝
彦
親
王
に
も
御
由
緒
が
あ
る
。
此
親
王
、
亦
京
都
井
河
家
に
深
き
御
由
緒
が
あ
り
、
井
河

家
が
儒
薔
で
あ
っ
た
闘
係
か
ら
、
親
王
の
御
生
母
で
あ
る
、
伏
見
宮
邦
家
親
王
の
女
房
鳥
居
小
路
氏
が
妍
娠
の
際
御
預

り
申
し
、
親
王
は
賞
に
井
河
家
に
て
御
降
誕
、
御
幼
年
時
を
井
何
家
に
て
過
し
給
ひ
、
尚
教
の
祖
父
、
丹
波
介
尚
美
を

博
と
し
給
う
た
。

維
新
前
、
英
主

こ
の
尚
美
の
晩
年
に
は
寒
泉
も
幼
時
養
は
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
か
ヽ
る
御
縁
故
に
依
つ
て
、
大
阪
の

寒
泉
の
名
は
、
朝
彦
親
王
の
御
耳
に
も
入
っ
て
を
つ
た
こ
と
は
、
是
れ
亦
想
像
に
難
く
は
な
い
。
親
王
は
、
人
も
知
る
、

孝
明
天
皇
の
國
事
御
相
談
唯
一
の
皇
親
と
し
て
、

勤
王
志
士
は
今
大
塔
宮
と
申
上
げ
、

ヘ
仰
ぎ
奉
り
し
御
方
、
御
性
諮
逹
、
學
識
の
深
き
御
方
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
先
年
久
蓮
宮
家
令
故
角
田
氏
の
生
前
、
京

懐

徳

堂

遺

間



徳

都
に
於
て
拝
見
し
た
、
親
王
御
遺
書
中
に
「
慶
丑
紀
聞
」
と
い
ふ
寒
泉
自
筆
の
一
書
が
あ
っ
た
が
、

寒
泉
か
ら
、
デ
キ
ー
＼
若
く
は
、
寒
泉
が
京
都
の
本
宗
を
痙
て
奉
上
し
た
も
の
か
と
思
は
れ
る
。

こ
れ
は
、
恐
ら
く

親
王
と
懐
穂
堂
乃
至
寒
泉
と
の
闊
係
に
就
い
て
は
、
嘗
て
さ
る
向
き
か
ら
も
訊
ね
ら
れ
た
が
、
以
上
の
事
位
で
、
具

罷
的
な
事
は
知
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
此
程
、
寒
泉
の
日
乗
「
居
諸
録
」
（
原
漢
文
）
を
緒
い
て
見
る
と
、
慶
應
二
年
十
二

月
の
條
に
、
嘗
て
寒
泉
の
門
弟
で
あ
り
、
嘗
時
、
京
都
守
護
職
の
會
津
藩
主
容
保
に
随
従
し
て
在
京
し
て
を
つ
た
藩
の

御
抱
督
の
高
橋
順
甫
と
い
ふ
人
が
密
害
を
寒
泉
及
び
中
井
及
泉
に
寄
せ
て
、
親
王
が
懐
徳
書
院
を
御
再
典
な
さ
れ
た
き

思
召
か
ら
、
會
津
藩
へ
御
内
命
が
あ
り
、
藩
で
も
こ
れ
を
御
請
け
す
る
に
は
、
準
備
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
と
て
、

寒
泉
の
上
京
を
悠
通
せ
る
事
が
見
え
て
を
る
。
寒
泉
・
は
此
書
に
接
し
、
「
欣
然
厭
起
し
て
、
是
れ
吾
痒
斯
文
興
起
の
秋
至

る
な
り
、
勉
め
ざ
る
可
か
ら
ず
」
（
日
記
の
繹
文
）
と
、
同
月
十
四
日
息
尚
一

孝
明
天
皇
の
御
登
退
で
あ
っ
た
。

し
、
高
橋
氏
と
會
陪
協
議
し
、
願
書
共
他
の
書
類
の
作
成
提
出
を
し
、
會
津
藩
臣
外
島
機
兵
衛
、
公
用
人
手
代
木
直
右

衛
門
に
も
面
接
し
て
を
る
。
こ
の
事
は
相
嘗
可
能
性
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
事
の
賓
現
促
進
に

一
大
障
碍
が
突
餐
し
た
。
そ
れ
は

天
皇
の
御
登
退
は
十
二
月
二
十
五
日
で
あ
る
。

天
皇
、
廿
五
日
夕
亥
刻
時
ヲ
以
テ
登
返
シ
給
フ
。
嗚
呼
嗚
呼
草
茅
ノ
臣
煉
燿
浩
嘆
二
堪
ヘ
ザ
JV
ナ
リ

と
書
し
て
を
る
。
そ
し
て
二
十
七
日
蹄
阪
し
た
。
老
儒
寒
泉
、
恰
か
も
雪
を
胃
し
て
の
上
京
折
衝
も
遂
に
事
賓
現
に
至

コ
ノ
日
、

寒
泉
は
同
二
十
七
日
に
、

懐

（
蛋
街
）
を
具
し
て
上
京
し
、
宗
家
に
泊

1

一六



な
よ
し
き
君
が
忘
ら
れ
ぬ
か
も

う
ち
わ
た
す
洪
の
川
ぐ
ま
の
な
よ
竹
の

風
数
に
盤
し
来
っ
た
こ
と
は
、

1

一七

一
面
、
和
文
和
學
の
造
詣
の
深
か
っ
た
こ
と

そ
の
指
導
誘
披
に
営
っ
た
先
佑
の
敦
育
態
度
が
、

箪
な
る
訓
詰
註
繹
を
離
れ
て
、
賞

ら
ず
、

京
洛
の
巷
は
諒
に
闇
く
、
諸
事
相
亦
昔
の
如
く
な
ら
ず
、

心
中
の
落
腑
如
何
は
か
り
で
あ
っ
た
か
と
察
せ
ら
れ
る
が
、
致
し
方
の
な
い
次
第
で
あ
る
。
御
登
返
に
依
つ
て
、

や
が
て
、
明
治
維
新
の
曙
光
が
兆
し
初
め
、
學
堂
の
再
興
も

遂
に
賓
現
せ
ず
に
終
つ
て
を
る
。

以
上
の
通
り
此
事
は
、
賞
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
朝
彦
親
王
（
嘗
時
賀
陽
宮
）
が
書
院
再
興
に
深
き
思
召
が
あ

ら
せ
ら
れ
た
こ
と
が
窺
は
れ
る
こ
と
で
、
嘗
時
、
寒
泉
の
學
、
漸
く
老
境
な
る
の
頃
、

こ
れ
も
御
由
緒
あ
る
並
河
の
一

族
の
老
儒
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
特
に
御
心
に
止
め
給
う
た
こ
と
か
と
も
拝
察
せ
ら
れ
る
。

由
来
、
大
阪
は
財
貨
の
巷
、
算
盤
の
町
で
あ
っ
て
、
凡
そ
學
問
殊
に
シ
カ
ツ
メ
ら
し
い
儒
學
と
は
縁
遠
い
と
こ
ろ
と

謂
は
ざ
る
を
得
な
い
。
然
る
に
、
三
宅
、
中
井
、
並
河
と
相
紹
述
し
た
懐
徳
堂
の
學
問
が
、
約
一
枇
紀
半
、

用
、
普
逼
妥
嘗
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
證
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
、

謂
へ
る
。
私
は
懐
徳
堂
の
先
儒
が
、
宋
學
時
に
陸
王
に
参
じ
て
居
る
が
、

ヲ
贈
レ
バ
緑
竹
盗
狩
ク
リ
、
匪
タ
JV
君
子
ア
リ
、
終
二
該
JV

ベ
カ
ラ
ズ
」
を
繹
し
て

瀑

礁

堂

遺

聞

こ
の
地
の

こ
の
数
學
の
後
批
に
影
響
し
た
と
こ
ろ
も
大
呑
い
と

に
つ
い
て
多
大
の
最
仰
を
致
し
て
を
る
も
の
で
あ
っ
て
、
嘗
つ
て
履
軒
が
、
毛
詩
、
國
風
の
「
棋
奥
」
の
「
彼
ノ
洪
奥



潟

と
詠
じ
て
を
る
の
を
見
た
が
、
そ
の
詠
み
振
り
の
一
カ
ド
の
歌
人
、
國
學
者
の
作
と
し
て
も
断
じ
て
恥
か
し
く
な
い
と

観
た
の
で
あ
る
。
萬
年
、
梵
庵
、
竹
山
、
寒
泉
、
皆
然
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
堂
々
た
る
和
文
の
著
書
を
も
胎
し
て
を
る
。

昔
の
學
者
の
中
に
は
、
失
覗
乍
ら
和
文
の
讀
め
な
か
っ
た
と
思
は
れ
る
僻
者
、
又
、
漢
學
の
知
識
が
無
か
っ
た
と
思
は

れ
る
和
學
者
が
往
々
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
於
て
、
懐
徳
堂
の
先
賢
は
、
僑
學
、
皇
學
の
雨
刀
使
ひ
と
云
ふ
べ
く
、
此

等
先
賢
の
修
め
た
學
風
に
鉗
し
て
、
日
本
僑
學
と
も
云
ひ
た
い
が
、
予
は
之
を
目
し
て
、
皇
儒
學
と
稲
へ
た
い
。
寒
泉

は
、
和
歌
に
は
「
登
茂
樹
」
の
署
名
を
用
ゐ
て
、
短
冊
、
懐
紙
の
類
を
噛
し
て
居
る
。
字
の
「
朋
末
」
を
和
訓
と
な
し
、

椴
名
害
き
し
た
の
で
あ
る
。
埋
れ
た
る
「
登
茂
樹
」
の
署
名
の
も
の
が
、
好
學
子
、
好
堺
子
の
手
に
拾
は
れ
る
こ
と
を

希
う
も
の
で
あ
る
。
寒
泉
の
高
弟
に
は
、
中
河
内
郡
神
並
、
石
切
靱
箭
の
祠
官
、
木
積
一
路
盆
冥
、
菱
水
、
又
寛
齋
と

稲
す
、
今
の
一
雄
氏
先
考
）
が
あ
り
、
學
堂
の
講
を
助
け
て
を
つ
た
。
共
の
縁
で
、
立
齋
並
河
尚
教
の
甥
（
尚
教
の
弟

平
三
尚
典
の
男
）
に
て
少
く
し
て
學
を
好
ん
だ
直
三
郎
が
、
木
積
方
に
寄
食
し
て
、

寒
泉
の
後
は
、
長
男
早
夭
し
、
次
男
尚
一
、
字
は
獣
甫
、
琥
盤
街
、
阿
一
郎
と
稲
す
が
あ
り
、
若
く
し
て
明
敏
、
能

く
文
を
凰
し
、
父
を
助
け
て
學
堂
の
助
敦
と
な
り
、
詩
文
稿
を
胎
し
た
が
、
慶
應
四
年
七
月
十
九
日
、
二
十
歳
で
病
歿

し
た
。
誓
願
寺
の
過
去
帳
に
は
、
秀
二
郎
の
名
も
見
え
る
3

法
溢
は
秀
徳
孝
頴
居
士
と
い
ふ
。

女
子
の
他
に
嫁
ぎ
し
者
の
外
、
季
女
閏
菊
と
云
ふ
が
、
母
、
中
井
氏
（
碩
果
の
女
）
が
父
寒
泉
に
先
立
つ
て
歿
し
た
‘

批
年
に
て
塾
死
し
た
。 礁

一
路
に
學
ん
だ
が
、
惜
し
い
哉
、

ニ
八



二
九

の
で
、
閏
菊
は
、
父
の
侍
養
の
為
め
、
婚
期
を
逸
し
、
父
歿
後
は
寡
居
し
、
造
幣
局
で
、
今
日
で
云
へ
ば
、
家
政
裁
縫

の
教
授
の
如
き
に
任
じ
、
明
治
廿
一
年
一
月
廿
七
日
、
四
十
六
歳
で
歿
し
た
鰈
寡
寄
る
邊
な
き
老
父
の
孝
養
に
一
生
を

捧
げ
た
可
憐
な
る
一
女
性
閏
菊
、

こ
れ
も
懐
徳
堂
に
博
統
せ
る
孝
道
學
掠
尾
の
賞
行
者
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。
斯
様
な

次
第
で
、
閏
菊
死
後
は
、
寒
泉
の
後
、
祭
祀
も
絶
え
た
様
な
有
様
で
あ
り
、
盤
街
、
閏
菊
の
華
石
も
建
た
ず
に
あ
っ
た

の
で
、
多
少
の
繋
る
緑
も
あ
る
こ
と
と
て
、
予
は
先
年
、
此
一
・
一
子
の
、
さ
A

や
か
な
る
紙
石
を
建
て
A

お
い
た
。
閏
菊

の
は
特
に
、
「
孝
女
閏
菊
慕
」
と
書
し
て
お
い
た
。

[
編
者
云
、
筆
者
は
並
河
天
民
先
生
の
後
裔
に
し
て
、
文
中
に
在
る
尚
敦
と
い
ふ
は
共
の
祖
父
に
嘗
れ
り
O
J

慎

徳

堂

遺

聞




